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　２月２日（木）に上野東の山口農園代表、
山口由美さんを講師としてお招きし、３年
生が「梅農家のしごと」の学習を行いまし
た。梅農家の１年のスケジュールや、越生の
梅の特徴を知り、充実した時間を過ごすこ
とができました。

　１年生が「ふるさと教育」の一環で越
生町の魅力を伝える活動をしました。木
工所から木片を譲り受け、炭火に入れて
焦げ目をつけ、それを布で磨き、刺繍糸を
穴に通して、お手製のお守りを作成しまし
た。このお守りを越生町のハイキングに
来られた方に配らせていただき、おもてな
しをしようという取組みです。

おごせっ子広場
　町内の小中学校や町の行事等
に参加する子供たちを写真で紹
介するコーナーです。

越 生 中 学 校

　１月17日（火）は、５、６年生が植樹体験
を行いました。新さくらの山公園で、埼玉
森林サポータークラブ・川越農林振興セン
ター・越生町産業観光課の方の指導を受け
ながら、植樹を行いました。実際に木を植え
る体験を通して、洪水や土砂の流出を防い
だり、野生生物の住みかを守ったりする森林
としての機能を学びました。

梅 園 小 学 校

ズームイン教育303

清和学園高等学校

「心和む御節」、全国へ！

　
今
年
の
我
が
校
は
、
依
然
続

く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
軟
式
野

球
部
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
卓

球
部
が
、
全
国
大
会
出
場
と
い

う
、
昨
年
以
上
の
大
活
躍
を
見

せ
た
。
二
年
連
続
、
嬉
し
い
こ

と
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
今
年
、
そ
れ

以
上
に
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、

教
育
活
動
に
お
け
る
調
理
科
の

活
躍
で
あ
る
。

　
本
校
は
、
最
新
の
調
理
施
設

を
備
え
た
充
実
し
た
環
境
の
中

で
、
経
験
豊
富
な
プ
ロ
の
料
理

人
の
先
生
に
よ
る
調
理
実
技
指

導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
指
導
を
受
け
た
生
徒
た
ち

が
、
旅
行
会
社
の
企
画
で
、
越

生
町
の
特
産
品
で
あ
る
「
梅
と

柚
子
」
を
基
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
を
考
案
、
そ
れ
を
「
全
国
高

校
生
お
せ
ち
料
理
」
と
い
う
形

で
表
現
し
た
。
お
品
書
き
は
全

三
十
二
品
。
見
事
な
二
段
重
に

仕
上
が
っ
た
。

　
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
貴
重

な
経
験
に
な
っ
た
。
そ
の
上
、

越
生
町
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
返
礼
品
に
も
採
用
し
て
い
た

だ
き
、
越
生
の
魅
力
を
全
国
に

広
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

　
本
校
の
母
体
で
あ
る
学
校
法

人
一
川
学
園
も
、
昨
年
で
六
十

周
年
を
迎
え
た
。
今
後
と
も
、

一
層
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校

を
目
指
し
、
教
育
活
動
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

越 生 小 学 校
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伝
統
行
事
・
民
俗
芸
能
を
継
承
、

保
存
す
る
12
団
体
に
よ
る
文
化
庁

の
「
地
域
文
化
財
総
合
活
用
推
進

事
業
（
地
域
の
伝
統
行
事
等
の
た

め
の
伝
承
事
業
）」
も
終
わ
り
が

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

用
具
類
修
理
・
新
調
の
状
況

　

昨
年
の
８
〜
11
月
に
か
け
て
４

団
体
の
事
業
が
完
了
し
て
い
ま

す
。
①
津
久
根
獅
子
舞
保
存
会
が

保
存
会
員
用
の
半
天
と
篠
笛
を
新

調
②
麦
原
獅
子
舞
保
存
会
は
花
子

衣
装
（
単
衣
・
長
襦
袢
・
半
巾
帯
・

し
ご
き
）
と
蠅は
い
お追
い
・
獅
子
用
の

巻
き
帯
を
新
調
③
越
生
里
神
楽
保

存
会
は
桶
胴
太
鼓
の
新
調
と
締
太

鼓
の
革
を
修
理
④
梅
園
獅
子
舞
保

存
会
は
３
頭
分
の
獅
子
頭
、
獅
子

用
太
鼓
、
水
引
幕
を
修
理
。
こ
の

ほ
か
黒
岩
町
の
山
車
飾
幕
の
復
元

新
調
や
、
越
生
東
二
区
囃
子
連
、

上
野
獅
子
舞
保
存
会
の
用
具
類
の

修
理
・
新
調
も
進
行
中
で
す
。

　

山
車
修
理
の
状
況

　

10
・
12
月
に
は
、
㈱

荒あ
ら
き
し
ゃ
じ

木
社
寺
（
秩
父
市
）

と
、
㈱
吉よ
し
し
ょ
う
け
ん
ち
く

匠
建
築
工こ
う

藝げ
い

（
八
王
子
市
）
の
作

業
場
を
訪
問
し
修
理
状

況
を
視
察
し
て
き
ま
し

た
。
１
月
以
降
、
順
次

山
車
の
組
立
工
事
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
今
月
中
に
は
全
事
業

が
完
了
し
ま
す
。
夏
の

越
生
ま
つ
り
に
始
ま

り
、
秋
冬
の
獅
子
舞
・

里
神
楽
奉
納
に
向
け

て
、
カ
メ
ラ
の
腕
を
磨

い
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

越生浪漫
No.169

越生町文化遺産活用事業
経過報告③

越生里神楽保存会の桶胴太鼓１台（新調）

左：河原町・本町の山車を修理中の㈱吉匠建築工藝　右：新宿・上町・仲町の山車を修理中の㈱荒木社寺

津久根獅子舞保存会の半天、篠笛（新調）

麦原獅子舞保存会の長襦袢と巻き帯（新調）、梅園獅子舞保存会の用具類（修理）


